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審議会等名 第１回 つくばみらい市介護保険事業計画等策定委員会 会議録 

開 催 日 令和７年 10月１日（水）午後２時 30分～午後３時 25分 

開 催 場 所 つくばみらい市役所伊奈庁舎３階 大会議室 

出 欠 者 

【出席者】 

浅川育世委員、小松﨑八寿子委員、沼尻和博委

員、坂入教男委員、菊地広志委員、八木岡道孝委

員、浅川昭一委員、東野幸代委員、豊島美智子委

員、松本稔恵委員、片倉義徳委員 

【欠席者】 古舘千恵子委員、宮本瞳委員、飯田昌吾委員 

【事務局】 

介護福祉課 

中村課長、飯泉課長補佐、草間主査、原田係長、 

田中主幹 

【コンサルタント】 Ｎｅｘｔ－ｉ株式会社さいたま支店 山口・川島 

傍 聴 者 ０人 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長あいさつ 

４ 会長及び副会長の選出 

５ 会長あいさつ 

６ 議事 

（１） 報告事項 

①高齢者福祉計画・第 10 期介護保険事業計画の概要につ

いて 

②第 10期計画策定のスケジュールについて 

（２） 協議事項 

①計画策定のための調査について 

（３） その他 

７ 閉会 
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会 議 資 料 

・会議次第 

・介護保険事業計画等策定委員会名簿 

・高齢者福祉計画・第 10期介護保険事業計画の概要について（資料１） 

・高齢者福祉計画及び第 10期介護保険事業計画策定スケジュール 

（資料２） 

・計画策定のための調査について（資料３） 

・介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 調査票 

・在宅介護実態調査 調査票 

・介護保険サービス指定事業所 調査票 

・つくばみらい市介護保険事業計画等策定委員会要綱 

（以下、参考資料） 

・老人福祉法抜粋 

・介護保険法抜粋 

・第 10期介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の概要 

・第 10期介護保険事業（支援）計画に向けた調査の実施 

・在宅介護実態調査の調査方法について 

議 案 

１. 報告事項 

(１)高齢者福祉計画・第 10期介護保険事業計画の概要について 

(２)第 10期計画策定のスケジュールについて 

２. 協議事項 

(１)計画策定のための調査について 

３. その他 

議 案 概 要 

・開会 午後２時 30分 

・委嘱状交付 

・市長あいさつ（市長欠席のため、中村介護福祉課長より市長あい

さつ文の代読） 

・会長及び副会長の選出 

 会長として浅川育世委員、副会長として菊地広志委員を選出。 

 

・浅川会長よりあいさつ 
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・議案１について 

(１)高齢者福祉計画・第 10期介護保険事業計画の概要について 

事務局より高齢者福祉計画・第 10期介護保険事業計画の概要 

（資料１）について説明。 

(２)第 10期計画策定のスケジュールについて 

事務局よりつくばみらい市高齢者福祉計画及び第 10期介護保 

険事業計画策定スケジュール（資料２）について説明。 

＜質疑応答＞ 

 なし 

 

・議案２について 

(１)計画策定のための調査について 

事務局より計画策定のための調査について（資料３）説明。 

＜質疑応答＞ 

（調査方法について） 

・委員 

介護保険サービス指定事業所の調査の調査方法として郵送を予

定しているとのことだが、インターネットでの調査についても検

討してはどうか。 

・事務局 

事業所調査については、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査等と

合わせて郵送としている。インターネット調査の実施について

は、次回以降検討させていただければと考えている。 

・委員長 

事業所の方が回答しやすいようにご検討いただけたらと思う。 

 

（在宅介護実態調査の調査票について） 

・委員 

在宅介護実態調査の調査票 p.14問１(５)「認知症になったら、協

力を得るために近所の人や知人などにも知ってほしいと思いま

すか。」の質問については、「自分が認知症になったことを近所
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の人や知人などにも知ってほしいと思いますか」という意図の質

問ということでよろしいか。だとしたら、この書き方でわかるの

か。 

・事務局 

質問内容が分かりやすくなるよう表現を検討したい。 

・委員 

在宅介護実態調査の調査票 p.15 問２「介護保険サービス事業者

を選択する場合、どのような情報をもとに決めようと思います

か。」の質問の選択肢「６.地域包括支援センター」については市

役所内に設置されているセンターもあり、選択肢「７.市役所」と

内容が重複していることから、選択肢を検討してはいかがか。 

・事務局 

選択肢の内容が分かりやすくなるよう検討したい。 

 

（声なき声を拾う支援の重要性について） 

・委員 

サービスを提供していく中で、困っていても自分から声を上げら

れない人が多くいると感じた。アンケート調査を実施すること

で、ある程度ニーズを把握できるが、すべてが拾えるわけではな

いと考える。そういった住民の声なき声を拾い上げることも大切

であり、それをサービスや施策に反映させていくのが我々の責任

だと考える。 

 

（調査票への回答を支援するサービスについて） 

・委員 

調査票の文量が多いことから、回答者の負担を軽減するために、

窓口などで回答を支援するようなサービスもあればと思う。 

・事務局 

今回取り入れることは難しいが、今後、11期・12期と計画を策定

していく上で検討していきたい。 
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（介護保険サービス指定事業所調査の調査票について） 

・委員 

介護保険サービス事業所においては人手不足が深刻な状況であ

ることから、外国人材についての項目を設けてはどうか。 

また、調査票 p.３問 10「貴事業所における退職者の退職理由とし

て考えられることは何ですか。」について、多くの方が退職理由

を「一身上の理由」とする中で、実態をどこまで把握できるのか

疑問に感じる。 

・事務局 

外国人人材に関する設問については調査票に盛り込めたらと考

えている。 

退職理由に関する質問について、前回計画策定時の調査結果で

は、「職場の人間関係、コミュニケーションがうまくいかない」

が 45.9％で最も多く、以下、「仕事の内容に不満がある」が 29.7％、

「賃金に不満がある」が 27.0％、「家族の介護や子育て等と両立

できない」が 21.6％などとなっている。 

 

・議案３について 

事務局：調査票について、再度の審議は経ず、事務局にて修正の

上発送してよろしいか。 

（反対意見なし、承認） 

 

・次回会議については令和８年２月４日（水）の予定。 

 

・閉会 午後３時 25分 

 

 


